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六本木六本木六本木六本木ヒルズヒルズヒルズヒルズややややレインボーブリッジレインボーブリッジレインボーブリッジレインボーブリッジがががが象象象象徴徴徴徴するようにするようにするようにするように、、、、港港港港区区区区にはにはにはには「「「「流行流行流行流行のののの発発発発信地信地信地信地」」」」ののののイメージイメージイメージイメージがありますがありますがありますがあります。。。。  
それはそれはそれはそれは現代現代現代現代だけでなくだけでなくだけでなくだけでなく、、、、江江江江戸戸戸戸からからからから明治明治明治明治・・・・大正大正大正大正・・・・昭和昭和昭和昭和もももも同同同同じことじことじことじこと。。。。  
港港港港区区区区がががが流行流行流行流行のののの最先端最先端最先端最先端だっただっただっただった産産産産業業業業やややや文化文化文化文化をををを紹介紹介紹介紹介するするするするシリーズシリーズシリーズシリーズですですですです。。。。

 

平成20年12月23日、東京タワーは開業50周年を迎えました。  
昭和33年、港区の芝公園に建てられた世界一の高さの自立鉄塔、東京タワー。  
その姿は、戦後の復興を成し遂げ発展を続ける東京のシンボルとなり、 国民に大きな希望を与えました。  
それから50年、昭和～平成と激動の時代のなかで、 東京タワーはどのようにして立ち続けてきたのでしょうか。  
今回は観光名所としての東京タワーを50年の歴史から探ります。

 

ビルビルビルビルのののの中中中中にににに埋埋埋埋もれていくもれていくもれていくもれていく東京東京東京東京タワータワータワータワー

 開業当時の東京には、東京タワー以外に高い建物はありませんでした。世界一高い塔からの眺めをめあてに、開業翌年
には500万人以上の人が東京タワーに昇りました。自宅から東京タワーを眺められる人も、遠方からの観光客も、競うように



押しかけたのです。 
昭和30年～40年代といえば、ちょうど戦後の第一次ベビーブームに
誕生した人たちが、中・高校生になった頃。修学旅行生の数もピー
クを迎え、近郊だけでなく全国から観光バスをしたててやってきまし
た。500人を超す団体も多く、タワー内の食堂では1日に1万食以上
の食事を提供する日もありました。

 やがて昭和40年代に入ると、霞ヶ関ビルを皮切りに、東京の街に
高層ビルが次々と建ち始めました。世界貿易センタービル、新宿西
口の高層ビル群、東洋一の展望台をうたった池袋のサンシャイン
60…。 
東京タワーの展望台は150mと250m。150m、250mを超える高層ビ
ルが増えてくると、展望台から見える景色も目新しいものではなくな
ってきました。来場者数は徐々に減り続け、昭和50年代には200万
人台に落ち込みます。来場者のほとんどが、地方や海外からの観
光客。かつてどこからでも眺められた東京タワーは東京の景観の中
に隠れ、「わざわざ行くまでもない場所」と、東京の人たちにはかえ
りみられなくなってしまったのです。

 

新新新新しいしいしいしい輝輝輝輝きをきをきをきを得得得得たたたた東京東京東京東京ののののシンボルシンボルシンボルシンボル

 そんな東京タワーが再び輝きを取り戻したきっかけは、昭和64年に始まったライトアップ。それまでのタワーの照明は、鉄
骨の輪郭を電球でふちどったイルミネーションだったため、ビルが増え続ける街では、あまり目立たなくなっていました。

 昭和64年元旦、開業30周年を迎えた東京タワーは、従来のイルミネーションをやめ、新しいライトアップを開始。148個の投
光器で鉄塔を内側から照らし、東京タワー全体が夜の街にくっきりと浮かび上がったのです。

 ちょうどこの年は昭和が終わりを告げ、平成が始まった年。華麗に変身した東京タワーは、デートスポットとしても再び脚光
を浴びるようになり、入場者数も300万人台を取り戻しました。平成14年には大展望台と特別展望台をリニューアル。平成17
年にはタワービルをリニューアルし、開業当時のレトロな雰囲気を残す老舗のお土産物屋さんなどはそのままに、大展望台
での音楽イベントなど新しい見どころもたくさん取り入れました。

 ここ数年は、映画「ALWAYS 三丁目の夕日」や小説「東京タワー オカンとボクと、時々、オトン」など、東京タワーを舞台に
した作品のヒットもあと押しして、全国的に脚光を浴びるようになりました。二世代、三世代でいらっしゃるご家族も多いとのこ
と。時代がうつろい、街の風景が変わっていくなか、50年前と同じ姿で港区芝公園に立つ東京タワー。昭和から平成と、東京
のシンボルから、人々の心の故郷になりつつある東京タワーをこれからも大事にしたいものです。

 

「毎年７月と１０月に東京タワーのライトアップ（ランドマークライト）の電球
の交換作業を行っています。高所での屋外作業なので、安全に、物を落
下させないよう細心の注意を払っています。強風（突風）時は特に気をつ
かいます。東京タワーは、風雨に耐え、美しく立つ日本のシンボルです。
この仕事は大変ですが、お客さまにきれいだと喜んでいただけるのが、一
番うれしいですね」 

● 協力： 
 東京タワー TEL：03-3433-5111 http://www.tokyotower.co.jp   
 港区役所産業・地域振興支援部産業振興課 TEL：03-3578-2111（代）

次回はいよいよシリーズ最終回です。お楽しみに！
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